
飲みニケーションができない状況だ。 

時間外に声をかけていいのだろうか？ 

主催：一般社団法人東京精神保健福祉士協会 研修委員会 

２０２２年度スキルアップ研修 C／オンライン研修 

「コロナ禍における組織としてのコミュニケーションを学ぶ 

          ～不確実なことに対する向き合い方～」 
 

 

スキルアップ研修 C は組織管理やリスクマネジメント、人材育成の方法などに関する知識・技術の習

得を目的とした研修です。今年度は 3 年ぶりの開催として、産業精神保健領域で活躍されている春日未

歩子氏（森とこころの研究所）を講師としてお招きした研修を企画いたしました。 

コロナ禍により対面で直接つながれるコミュニケーションの場が減少し、精神保健福祉士間のつながり

も希薄になったかと思います。その中でモヤモヤした思いや疲労感を抱えている現任者は多いのではな

いでしょうか？ 

今回のスキルアップ研修 C では、“コロナ禍”という社会・組織が不確実な状況に置かれた中で、大き

な影響を受けた自分自身の価値観や揺らぎを感じること、モチベーションの強化やエンパワメントするこ

とについて学びます。また、横のつながりを再構築する演習を通して、コロナ禍や今の時代における組織

の在り方を見つめなおし、コミュニケーション・手段についても考えていきます。 

Ｗｉｔｈコロナが３年目になった今こそ、コロナ禍における組織のコミュニケーションを学びませんか？ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隣の同僚や後輩が 

悩んでいることは 

なんだろう？ 

私のモチベーション・やりがいって 

なんだろう？ 

あのワーカーどうしてるかな？ 

つながれる機会が減ったなあ 

気軽なコミュニケーションが 

取りづらくなった 



開催概要 
 

【日   時】 ２０２３年２月５日（日） １３：３０ ～ １６：３０ 予定   

※Zoom によるオンライン開催 

 

【講師紹介】  春日 未歩子氏 （森とこころの研究所 所長） 
和光大学人文学部人間関係学科卒業。東京大学医学部精神医学教室デイホスピタル研究生として２年間の研

修ののち、医療法人社団翠会成増厚生病院心理室に入職。同病院の外来部門である「こころのクリニックなります」

に異動後、２００５年から株式会社ジャパンＥＡＰシステムズに異動し、企業のメンタルヘルス対策を１６年間サポー

ト。２０１２年から２０２１年３月まで、自然環境を活用して心身を整える宿泊施設「保健農園ホテルフフ山梨」（山梨

県山梨市）を立ち上げ、プログラムディレクターとして兼務。２０２１年５月から「森とこころの研究所」として開業。森

林環境がこころの健康に与える影響を研究、ウェルネスプログラムの開発・提供を行っている。 

精神保健福祉士、公認心理師、２級キャリアコンサルティング技能士 

 

【受 講 料】 東京精神保健福祉士協会      会 員：２，０００円 

東京精神保健福祉士協会      非会員：３，５００円 

【定    員】 ３０名  ※申し込み順、定員になり次第締め切りとなります。 
 

【申込方法】 QR コードもしくは下記の URLにアクセスして申し込みください 

     https://ws.formzu.net/dist/S60503043/ 

※研修資料はこちらが指定する方法でダウンロードしてご準備ください。 

資料の郵送はございません（後日メール連絡）。 

【申込締切】 ２０２３年１月８日（日） 

受講料事前入金締切：１月１０日（火） 

 

お申し込みにあたっての重要なお知らせ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ】 一般社団法人東京精神保健福祉士協会 研修委員会 

kensyu@tokyo-psw.com  メールにてお問い合わせ下さい。 

・ 本研修は WEB 会議ツール「Zoom ミーティング（Zoom)]によるオンライン研修です。集合研修ではありませ
んのでご注意ください。 

・ 本研修は講義のほか、Zoom の機能を活用してグループワークをおこないます。グループワークでは「お

顔出し」（カメラオン）での参加が必須となります。 

・ メールアドレスを取得していないパソコンまたはタブレット端末では受講いただけません。 

・ 受講にかかる通信料は、受講者負担となります。 

・ WEBブラウザ経由での受講はいただけません。Zoomアプリのダウンロードが必須となります。 

・ 研修当日における受講者側の Zoom 接続不具合や通信トラブル等について、事務局では対応できません

のでご了承ください。 
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